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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】令和2年1月30日(2020.1.30)

【公開番号】特開2019-52061(P2019-52061A)
【公開日】平成31年4月4日(2019.4.4)
【年通号数】公開・登録公報2019-013
【出願番号】特願2017-177198(P2017-177198)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｂ  33/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/38     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/48     (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｂ   33/02     　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｍ    4/38     　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｍ    4/48     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年12月11日(2019.12.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ａｌ質量％（ＷＡｌ％）が０．１≦ＷＡｌ＜１を満足し、かつ、Ａｌのｋ殻を対象とす
るＸ線吸収微細構造測定において１５６５～１５７０ｅＶの範囲内にＡｌ－Ｏ結合を示す
ピークが観測され、
　Ｓｉ質量％（ＷＳｉ％）が６０≦ＷＳｉ≦９０を満足し、
　Ｏ質量％（ＷＯ％）が５≦ＷＯ≦３０を満足し、
　Ａｌ質量％（ＷＡｌ％）とＦｅ質量％（ＷＦｅ％）の関係がＷＡｌ＞ＷＦｅを満足する
Ａｌ及びＯ含有シリコン材料を含むことを特徴とする負極活物質。
【請求項２】
　Ａｌ質量％（ＷＡｌ％）が０．１≦ＷＡｌ＜１を満足し、かつ、Ａｌのｋ殻を対象とす
るＸ線吸収微細構造測定において１５６５～１５７０ｅＶの範囲内にＡｌ－Ｏ結合を示す
ピークが観測され、
　Ｏ質量％（ＷＯ％）が５≦ＷＯ≦３０を満足するＡｌ及びＯ含有シリコン材料を含むこ
とを特徴とする負極活物質（ただし、コア部と、そのコア部の表面の少なくとも一部を被
覆する被覆部とを含み、前記コア部は、ケイ素系材料（ＳｉＯx ：０＜ｘ＜０．５）を含
有すると共に、前記被覆部は、非結晶性あるいは低結晶性のケイ素系材料（ＳｉＯy ：０
．５≦ｙ≦１．８）を含有するものを除く。）。
【請求項３】
　Ａｌ質量％（ＷＡｌ％）が０＜ＷＡｌ＜１を満足し、かつ、Ａｌのｋ殻を対象とするＸ
線吸収微細構造測定において１５６５～１５７０ｅＶの範囲内にＡｌ－Ｏ結合を示すピー
クが観測され、
　複数枚の板状シリコン体が厚さ方向に積層されてなる構造を有するＡｌ及びＯ含有シリ
コン材料を含むことを特徴とする負極活物質。
【請求項４】
　前記Ａｌ及びＯ含有シリコン材料がＦｅを含有し、前記Ａｌ及びＯ含有シリコン材料の
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Ｆｅ質量％（ＷＦｅ％）が０＜ＷＦｅを満足する請求項１～３のいずれか１項に記載の負
極活物質。
【請求項５】
　前記Ａｌ質量％（ＷＡｌ％）が０．２５≦ＷＡｌ＜１を満足する請求項１～４のいずれ
か１項に記載の負極活物質。
【請求項６】
　前記Ａｌ及びＯ含有シリコン材料のＯ質量％（ＷＯ％）が５≦ＷＯ≦２１を満足する請
求項１～５のいずれか１項に記載の負極活物質。
【請求項７】
　前記Ａｌ及びＯ含有シリコン材料がＣａを含有し、前記Ａｌ及びＯ含有シリコン材料の
Ｃａ質量％（ＷＣａ％）が０＜ＷＣａ≦３を満足する請求項１～６のいずれか１項に記載
の負極活物質。
【請求項８】
　前記Ａｌ及びＯ含有シリコン材料がハロゲンを含有し、前記Ａｌ及びＯ含有シリコン材
料のハロゲン質量％（ＷＸ％）が０＜ＷＸ≦３を満足する請求項１～７のいずれか１項に
記載の負極活物質。
【請求項９】
　前記Ａｌ及びＯ含有シリコン材料が炭素で被覆されており、
　前記Ａｌ及びＯ含有シリコン材料の炭素質量％（ＷＣ％）が１≦ＷＣ≦１０を満足する
請求項１～８のいずれか１項に記載の負極活物質。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか１項に記載の負極活物質を具備する負極。
【請求項１１】
　請求項１～９のいずれか１項に記載の負極活物質を具備する二次電池。
【請求項１２】
　Ａｌ質量％（ＷＡｌ％）が０＜ＷＡｌ＜１を満足し、かつ、Ａｌのｋ殻を対象とするＸ
線吸収微細構造測定において１５６５～１５７０ｅＶの範囲内にＡｌ－Ｏ結合を示すピー
クが観測されるＡｌ及びＯ含有シリコン材料を含む負極活物質の製造方法であって、
　ａ）Ｃａ、Ａｌ及びＳｉを含む溶湯を冷却して、固体とする工程、
　ｂ）前記固体を酸水溶液と反応させて、Ａｌ及びＯ含有シリコン材料の前駆体を得る工
程、
　ｃ）前記前駆体を３００℃以上で加熱する工程、
を含むことを特徴とする負極活物質の製造方法。
【請求項１３】
　前記ａ）工程が、Ｃａ、Ａｌ及びＳｉを含む溶湯を冷却して固体とする工程、及び、前
記固体の固体状態を維持しつつ加熱するアニール工程を含む、請求項１２に記載の負極活
物質の製造方法。
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